
　

令 和 6 年 度 行 政 評 価 （ 令 和 5 年 度 対 象 ） シ ー ト

政策 6 豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる Ⅲ　令和5年度の主な取組結果
施策 601 生涯学習の充実 主担当課：

■

■

■
■

■

【生涯学習推進費】
清須キッズアートラボなど、15教室・16コースによるサタデーキッズクラブを開催した。また、生涯学習講座として24講座（家庭2講
座、現代的課題2講座、歴史3講座、教養6講座、趣味5講座、親子6講座）を開催した。
【平和祈念式開催費】
８月の平和月間に、市内４カ所に記帳所を設置し、平和祈念式を開催した。
【平和学習推進費】
清須市立小学校児童平和推進派遣研修は、市内小学校6年生児童の代表者24人を広島平和記念式典に派遣した。
市内小学校6年生に対して、書道作品を募集し、また市内小中学校に折り鶴作成事業を実施した。8月に原爆に関するパネルとともに市
立図書館に展示した。
【夢広場はるひ費】
令和5年度も様々なイベントを外部団体、企業等と連携し実施。図書館への来館、利用促進を図った。(図書館主催のイベント数:30回)

○施策の目指す姿
生涯学習に関する講座と情報発信が充実し、学びを通じて広く市民によろこびや生きがいがはぐくまれてい
ます。

○施策の展開
1 生涯学習講座の開催

2 サタデーキッズクラブの開催

3 生涯学習を担う地域人材の育成・活用

生涯学習課

4 平和学習の機会提供
Ⅳ　事務事業評価

5 公民館等の整備・管理
※達成状況の凡例：目標値を10％以上上回る･･･◎、目標値を達成･･･○、目標値を下回る･･･▲

活動指標① 活動指標②○令和6年度　事務事業評価実施事業（令和5年度対象）
［執行率（％）］

1 生涯学習推進費 3 平和学習推進費
令和4年度 令和5年度

6 地域に根ざした図書館づくり

事業名

決算額（千円）

R5目標値 R5実績値と達成状況 R5目標値 R5実績値と達成状況
2 平和祈念式開催費 4 夢広場はるひ費

生涯学習推進費
1,240 1,199 生涯学習講座の講座数（講座）

サタデーキッズクラブの講座数（講
座）

Ⅰ　施策の関連データ・施策を取り巻く状況
[92.2] ［84.6］ 25 24 ▲ 14

令和4年 令和5年

180,434 98,279 129,461 155,741 182,185

15 ○

○施策の関連データ
事業の有効性

の評価

市民のニーズを踏まえて、多種多様で質の高い生涯学習講座及びサタデーキッズクラブを開催することにより、市
民に充実した生涯学習環境を提供することができる。また、講座を通じて、地域づくりに貢献する人材の育成とと
もに、子どもの郷土文化に対する理解等を深めることができる。図書館来館者数（人）※清須市調

べ

令和元年 令和2年 令和3年

事業実施にあたり
工夫した点

生涯学習講座及びサタデーキッズクラブの開催にあたっては、近隣市町及び民間の状況を鑑み、講座の内容を検討
しながら事業費の縮減を図るとともに、講座内容を市民のニーズに合わせるなど質の向上に努めた。

生涯学習講座の延べ参加者数
（人）※清須市調べ

令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

1,629 905 平和祈念式の参列者数（人）

○施策を取り巻く状況（基本計画策定時からの変化など） ［99.9］ ［90.7］ 300 173 ▲

1,017 1,588 1,481
平和祈念式開催費

187 760

事業の有効性
の評価

８月の平和月間に平和祈念式等を行うことにより、平和の尊さを再認識し、恒久平和を祈念した。
■
　
■
■

生涯学習講座については、講座の終了後等にアンケートを実施し、市民ニーズの把握に努めているが、近年は趣味、教養社会問題、
家庭など、市民の関心が多様化し、市民ニーズも多岐に渡っている。
令和3年3月に「清須市生涯学習推進計画（中間見直し版）」を策定し、生涯学習等に関する取組を総合的・計画的に推進している。
令和元年度に蔵書点数が15万冊に到達し、令和5年度末には約16万7千冊となった。除架および除籍の労力が増えている実情を踏ま
え、蔵書計画の見直しが必要になっている。将来的には、学校連携も視野に入れた電子書籍・電子図書館の導入を検討したい。

事業実施にあたり
工夫した点

・舞台上で手話通訳を行うなど、聴覚障害の方にも配慮した式典を開催した。
・駐車場が不足しているため、近隣企業に協力いただき、臨時駐車場を設定した。

平和学習推進費
1,283 1,192

広島平和記念式典への参加児童数
（人）

[99.6] ［88.0］ 24 24 ○

Ⅱ　達成度指標の状況
事業の有効性

の評価

市立小学校6年生児童の代表者を広島平和記念式典へ派遣することにより、命の大切さ、平和の尊さを学ぶことができる。
また、平和を願う書道作品や折り鶴の作成により、市内すべての児童、生徒が平和の尊さについて学ぶことができるとと
もに、作品及びパネルを市立図書館に展示することで市民に平和を啓発することができる。

※達成状況の凡例：目標値を10%以上上回る（見込含む）･･･◎、目標値を達成（見込含む）･･･○、目標値を達成できず（達成困難の見込）･･･▲、現状値を把握していない･･･－

達成度指標 基準値
後期計画
目標値

実績値 目標値の
達成見込 事業実施にあたり

工夫した点
書道作品や折り鶴の作成事業を実施し、ヒロシマ・ナガサキ原爆と人間のパネルとともに市立図書館に展示し、平
和の啓発に努めた。

令和3年度 令和4年度 令和5年度

◎
夢広場はるひ費

208,039 203,005 図書館の蔵書数（冊）
図書館で開催する各種イベントの参加
者数（人）

生涯学習講座の参加者満足度 97.9％
（平成30年度）

→
（令和6年度）

88.1%
（令和3年度）

97.0%
（令和4年度）

95.0%
（令和5年度）

▲
[99.1]

市民満足度調査における満足度 24.6％
（平成30年度）

↗
（令和5年度）

22.2%
(令和3年度）

－ 30.7%
(令和5年度）

◎

事業の有効性
の評価

指定管理者の持つノウハウを活用して市立図書館を運営することにより、積極的な情報発信を通じて市民の図書館利用が
促進されるとともに、様々な工夫をした企画の実施や蔵書の充実などにより、市民に充実した生涯学習環境を提供するこ
とができる。図書館の来館者数 194,403人

（平成30年度）
200,000人
（令和6年度）

129,461人
（令和3年度）

155,741人
（令和4年度）

182,185人
（令和5年度）

［68.7］ 152,000 167,195 ○ 2,600 3,147

▲

事業実施にあたり
工夫した点

夢広場はるひでは一括して指定管理者制度を導入しており、民間の柔軟なノウハウを活かして事業を展開し、経費の縮減を図りつつ充実したサービスが提供
できた。また、新たに清須市国際交流協会、清須市観光協会、清洲甲冑工房、インテリア産業協会などの提携先を開拓することができた。

後期計画期間の
達成状況の分析

■

■

■

■

生涯学習講座アンケート調査により、全ての講座において講師が丁寧に教え、対応したため、満足度が高かっ
たと推察する。
市立図書館では、新型コロナウイルス感染症が5類感染症に移行したことに伴い、ボランティアおはなし会の再
開、学習席・閲覧席の全面開放など規制を大幅に緩和したことにより、年間で利用者が前年比117.0％、貸出人
数102.7％貸出点数100.7％と順調に推移した。
また、後期計画期間の講演会、イベントについては計画通り実施することができた。加えて計画していなかっ
た「英語でおはなし会」「愛知県図書館連携企画展示」なども行うことができた。
今年度より始まった「あいち県民の日」については、市立図書館では4つの関連イベントを行い好評であった。

Ⅴ　施策の評価と今後の方向性

■

■

■

今後も市民ニーズの変化を的確に捉えて、生涯学習講座のコース設定等に努めていく。市民に知識や技術を伝えたい個
人や団体に登録いただく「生涯学習人材バンク」の登録者は微増しており、引き続き生涯学習を担う地域人材の発掘や
活用に取り組んでいく。また、「生涯学習人材バンク」の活用件数が少ないため、生涯学習講座などの機会を捉えて周
知に努める。
各施策については幅広い利用者より評価されている。今後も指定管理者の経験とノウハウを活かし、更に学校図書、ボ
ランティア、外部団体・企業との連携を深め、将来的な電子図書館の導入に備え、市民の一層の図書館利用拡大につな
げて行く。
公民館を含む社会教育施設について、公共施設等総合管理計画に基づく公共施設マネジメントの推進とあわせて、民間
活力の活用についても検討していく。
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令 和 6 年 度 行 政 評 価 （ 令 和 5 年 度 対 象 ） シ ー ト

政策 6 豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる Ⅲ　令和5年度の主な取組結果
施策 602 文化・芸術活動の振興 主担当課：

■
■

■

【文化活動費】
清須市文化協会との協力により例年実施する、納涼盆踊り、カラオケ発表会、文化展、芸能発表会を開催した。
芸術劇場「きよす寄席　桂　九雀独演会」を開催した。（参加者数290名）
【夢広場はるひ費】
はるひ美術館で特別展・企画展等を開催した。以下は、その主な開催実績。
○特別展：「谷川俊太郎　絵本★百貨展」
○企画展：「栗木義夫　CULTIVATION－耕す彫刻」、「移動美術館２０２３　愛知県美術館のコレクションから『画家たちの眼―さま
ざまな表現への挑戦―』」、「清須市はるひ絵画トリエンナーレ　アーティストシリーズVol.102～104」
○収蔵作品展：「小川武雄　冬を描く」

○施策の目指す姿

文化や芸術にふれる機会が充実し、市民が生活の潤いや心の豊かさを実感できています。

○施策の展開
1 芸術劇場等の開催

2 地域の歴史・文化の啓発

3 文化・芸術活動を行う団体への支援

生涯学習課

4 魅力ある美術館づくり
Ⅳ　事務事業評価

5 絵画トリエンナーレの開催
※達成状況の凡例：目標値を10％以上上回る･･･◎、目標値を達成･･･○、目標値を下回る･･･▲

活動指標① 活動指標②○令和6年度　事務事業評価実施事業（令和5年度対象）
［執行率（％）］

1 文化活動費 3 夢広場はるひ費
令和4年度 令和5年度

事業名

決算額（千円）

R5目標値 R5実績値と達成状況 R5目標値 R5実績値と達成状況
2 文化協会補助金

文化活動費
4,205 5,142 芸術劇場の観覧者数（人） 芸能発表会の観覧者数（人）

Ⅰ　施策の関連データ・施策を取り巻く状況
[99.9] ［99.9］ 300 290 ▲ 600 ○600

○施策の関連データ
事業の有効性

の評価
芸術劇場や芸能発表会、文化展、納涼盆踊りなど、市民に優れた文化・芸術鑑賞の機会を提供するとともに、各種
市民団体の発表の場づくりを行うことにより、市民の文化・芸術活動の振興を図ることができる

美術館来館者数（人）※清須市調
べ

令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

10,767 23,378 9,321 9,027 17,820 事業実施にあたり
工夫した点

清須市文化協会などの市民団体と協力して事業を実施することにより、効率的な事業実施に努めた。
トリエンナーレ応募者数（人）
※展覧会開催年
※清須市調べ

第8回(平成27年度) 第9回(平成30年度) 第10回(令和3年度)

506 637 文化協会の会員数（人） 文化協会の加盟クラブ数（団体）

○施策を取り巻く状況（基本計画策定時からの変化など） [100.0] ［100.0］ 830 830 ○ 75 68

370
文化協会補助金

2,121 1,743

▲

事業の有効性
の評価

清須市の芸能文化の発展を積極的に展開する清須市文化協会の活動を支援することにより、市民の自主的な文化・
芸術活 動を促進することができる。

■

■

■

市民が良質な文化・芸術を鑑賞できる機会を提供するため、「芸術劇場」を毎年開催している。
文化・芸術活動を行う各種団体においては、会員の高齢化が進行していることから、若い世代が文化・芸術にふれる機
会づくりを積極的に行うことにより、文化・芸術活動を担う若い人材を育てる必要がある。
はるひ美術館では、地域に根ざした芸術活動の拠点として、魅力ある美術館づくりを進めるとともに、その魅力を積極
的に発信する必要がある。
「清須市はるひ絵画トリエンナーレ」（夢広場はるひ絵画展、夢広場はるひ絵画ビエンナーレ）は、第10回展をもって
休止している。

事業実施にあたり
工夫した点

清須市文化協会の各種活動に係る事業費に対して、補助金交付要綱に基づいて、適正に補助を行った。

夢広場はるひ費
208,039 203,005 美術館の収蔵点数（点） 展覧会の開催回数（回）

[99.1] ［68.7］ 238 233 ▲ 6 5 ▲

Ⅱ　達成度指標の状況
事業の有効性

の評価
指定管理者の持つノウハウを活用してはるひ美術館を運営することにより魅力のある企画展の開催やそれに伴うイ
ベントの実施などにより、市民が良質な芸術を鑑賞できる機会を提供することができる。※達成状況の凡例：目標値を10%以上上回る（見込含む）･･･◎、目標値を達成（見込含む）･･･○、目標値を達成できず（達成困難の見込）･･･▲、現状値を把握していない･･･－

達成度指標 基準値
後期計画
目標値

実績値 目標値の
達成見込 事業実施にあたり

工夫した点
はるひ美術館が培ってきた特色（親しみやすさや、現存作家・新進作家の発掘など）を念頭に、地域リソースへ目
を向け連携を取りながら文化の普及と発展を目指し事業展開に取り組んだ。

令和3年度 令和4年度 令和5年度

◎

美術館の来館者数 10,902人
（平成30年度）

17,000人
（令和6年度）

9,321人
（令和3年度）

9,027人
（令和4年度）

17,820人
（令和5年度）

○

市民満足度調査における満足度 23.1％
（平成30年度）

↗
（令和5年度）

21.1%
(令和3年度）

－ 31.4%
(令和5年度）

後期計画期間の
達成状況の分析

■

■

令和５年度特別展では、詩人の谷川俊太郎が手掛けた絵本をもとに制作された映像や造形物、原画など多様な
表現を通して谷川のことばの世界を体感できる展覧会となった。企画展では、これまではるひ美術館で扱う機
会の少なかった彫刻作品の展覧会や、愛知県美術館と連携し県所蔵の近現代洋画を紹介する展覧会を開催し
た。また、収蔵作品展では地域ゆかり作家の作品による展覧会をおこなった。いずれも展示内容や関連イベン
トにおいて近隣地域との関わりを意識し、幅広いジャンルの作品を取り上げることができた。
来館者数としては、新型コロナウイルス感染症の位置づけが５類感染症へ移行した社会情勢も重なり、特に特
別展では家族連れを中心に集客がみられた。

Ⅴ　施策の評価と今後の方向性

■

■

■

市民に優れた文化・芸術に触れる機会を提供するとともに、文化団体の育成などを通じて、文化活動の成果の発表機会
の充実を推進しているものの、文化団体は高齢化が進んでいることから、今後も各種イベントを通じて、若者・子ども
を含めた市民が身近に文化・芸術に触れる機会を積極的に提供していく。
はるひ美術館展覧会においては、今後も多くの市民が親しみやすいものから専門性の高いものまで幅広く取り入れなが
ら美術館の価値を高めていく。また、ひきつづき美術作品と芸術表現、及び国内外美術館の動向を調査研究しながら魅
力ある展覧会と教育普及活動の実施に還元し、地域の文化振興に努める。
芸術劇場や各種文化イベント、はるひ美術館で開催する企画展や講座など、市広報等を活用し積極的に情報発信し、参
加者や文化協会の加盟者の維持・増加に努める。



　

令 和 6 年 度 行 政 評 価 （ 令 和 5 年 度 対 象 ） シ ー ト

政策 6 豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる Ⅲ　令和5年度の主な取組結果
施策 603 文化財保護の推進 主担当課：

■
■
■

■

■

【文化財保護事業費】
文化財講演会「戦国時代の織田・徳川・水野氏の動向と「東海」地域の成立」を開催し51名が参加した。
文化財講座を開催した（全4回、参加者延べ153人）。
県と共催で歴史講演会・トークセッション「パレス・スタイル壺に描かれた弥生時代の暦」を開催した。（参加者数115名）
【歴史資料展示室費】
歴史資料展示室で「戦争と暮らし－庶民と戦争－Ⅱ」、「語り伝える市場のあと－清須市収蔵品展－」、「清須の名産物今昔－農作物
の変遷－」の年間3回の企画展を開催した。
【指定文化財補助金】
市指定文化財に対して、東六軒町泰亨車など、修理2件、管理13件、公開5件、保存施設整備１件を対象として補助を実施した。

○施策の目指す姿

市内に存在する文化財の保存と活用が適切に行われ、地域の歴史・文化が継承・発信されています。

○施策の展開
1 文化財の適切な保護

2 文化財保護の啓発

3 歴史資料の公開・展示

生涯学習課

4 指定文化財の修理等への支援
Ⅳ　事務事業評価

5 あいち朝日遺跡ミュージアムとの連携
※達成状況の凡例：目標値を10％以上上回る･･･◎、目標値を達成･･･○、目標値を下回る･･･▲

活動指標① 活動指標②○令和6年度　事務事業評価実施事業（令和5年度対象）
［執行率（％）］

1 文化財保護事業費 3 指定文化財補助金
令和4年度 令和5年度

事業名

決算額（千円）

R5目標値 R5実績値と達成状況 R5目標値 R5実績値と達成状況
2 歴史資料展示室費

文化財保護事業費
206 188 文化財講座の開催回数（回） 文化財講演会の参加者数（人）

Ⅰ　施策の関連データ・施策を取り巻く状況
[89.0] ［81.0］ 4 4 ○ 150

令和4年 令和5年

12,425 5,835 7,583 9,597 14,112

51 ▲

○施策の関連データ
事業の有効性

の評価
市内全域に存在する様々な文化財を保護するとともに、文化財講座などの啓発事業を実施することにより、市民が郷土の
文化財の素晴らしさを再認識し、地域の歴史や文化に対する理解や文化財保護の意識を高めることができる。

歴史資料展示室来場者数（人）※
清須市調べ

令和元年 令和2年 令和3年

事業実施にあたり
工夫した点

文化財講座や講演会の講師については、県文化財室や県埋蔵文化財センターなどの関係機関と連携するなど、効率的な事
業実施に努めた。

文化財講演会の参加者数（人）※
清須市調べ

令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

69 30 企画展の開催日数（日）

○施策を取り巻く状況（基本計画策定時からの変化など） [99.5] ［96.8］ 260 268 ○

－ 34 51
歴史資料展示室費

1,424 1,420

事業の有効性
の評価

燻蒸の実施など、適切な保存を行うことにより、歴史資料の劣化を防止することができる。また、歴史資料展示室におい
て企画展を開催し、市民が歴史資料にふれる機会を提供することにより、市民の文化財に対する関心を高め、地域の歴
史・文化の継承につなげることができる。

■

■
■
■

■

毎年開催している文化財講座や文化財講演会においては、一定の参加者があり、地域の文化財や歴史・文化資源に対す
る関心は高い状況にある。
図書館内の歴史資料展示室では、多様な企画展示により、市民が文化財にふれる機会を提供している。
高齢化の進行などにより、山車をはじめとする文化財を後世に継承する担い手が不足している。
県は、朝日遺跡の価値・魅力の発信や文化活動、地域連携の拠点とするため、平成28年3月に「愛知県清洲貝殻山貝塚
資料館拡充整備基本構想」を策定し、令和2年11月にあいち朝日遺跡ミュージアムをオープンした。
市指定文化財は29件となっている。

事業実施にあたり
工夫した点

寄贈され市所有となった文化財資料などを活用して展示を行うなど、効率的な事業実施に努めた。企画展の開催日数は若
干目標値を下回った。

指定文化財補助金
9,035 9,823

指定文化財の修理に対する補助件数
（件）

指定文化財の管理に対する補助件数
（件）

[97.3] ［97.5］ 6 2 ▲ 18 13 ▲

Ⅱ　達成度指標の状況
事業の有効性

の評価

指定文化財の修理、管理、公開、保存施設整備に係る費用に対して補助金を交付することにより、指定文化財を適切な状
況で維持することが可能となり、貴重な文化資源の保存・継承が図られ、市の歴史・文化を市内外に発信することができ
る。

※達成状況の凡例：目標値を10%以上上回る（見込含む）･･･◎、目標値を達成（見込含む）･･･○、目標値を達成できず（達成困難の見込）･･･▲、現状値を把握していない･･･－

達成度指標 基準値
後期計画
目標値

実績値 目標値の
達成見込 事業実施にあたり

工夫した点

文化財所有者に随時助言・指導を行いながら、補助金交付要綱に基づいて、適正に補助を行った。修理補助に関しては、事前に修理計画書の提出
を受けることにより、計画的な修繕に努めた。なお、修理件数は、所有者の修理計画、指定文化財の保存状況によって申請されるものであり、管
理補助金は民間所有指定文化財の所有者から市施設への寄託等による辞退もあるため、目標値を下回った。

令和3年度 令和4年度 令和5年度

◎

歴史資料展示室の来場者数 15,772人
（平成30年度）

20,000人
（令和6年度）

7,583人
（令和3年度）

9､597人
（令和4年度）

14,112人
（令和5年度）

▲

市民満足度調査における満足度 23.7％
（平成30年度）

↗
（令和5年度）

26.7%
(令和3年度）

－ 32.0%
(令和5年度）

後期計画期間の
達成状況の分析

■ 歴史資料展示室の来場者数は、新型コロナウイルス感染症の拡大による入場者の減少から回復傾向が顕著にみ
られ、全体を通してみると昨年度よりは増加したが基準値と比較すると来場者数は少ない。これは、清須市図
書館の入館者数と相関があり、清須市図書館の来館者数が回復してくると来場者数も増加してくると考える。

Ⅴ　施策の評価と今後の方向性

■

■

■

文化財に関する講座等は受講者に大変好評だったことから、引き続き県文化財室など他機関と連携して文化財講演会・
講座を開催し、郷土の歴史・文化の発信や郷土愛の高揚を図る。
今後も資料の適切な保全を図るとともに、市民に郷土の歴史・文化に触れる機会を提供するため、歴史資料展示室で企
画展を開催する。
令和2年度にオープンしたあいち朝日遺跡ミュージアムについて、地元として県と一体となって盛り上げるため、ミュー
ジアムと連携し、朝日遺跡の紹介やミュージアムの周知を目的に、文化財講座や歴史講演会・トークセッション（共催
事業）を連携して実施した。今後も文化財講座や講演会等を活用し、県と連携して朝日遺跡やあいち朝日遺跡ミュージ
アムの積極的な周知を図る。



　

令 和 6 年 度 行 政 評 価 （ 令 和 5 年 度 対 象 ） シ ー ト

政策 6 豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる Ⅲ　令和5年度の主な取組結果
施策 604 スポーツ・レクリエーション活動の振興 主担当課：

■

■

■

■

【清須ウオーク費】
清須ウオークを11月・翌３月に開催した。（※参加者数　11月：253名、翌３月：747名）
【清洲勤労福祉会館費】
ヒートポンプ等更新工事として、ＧＨＰ用室外機・室内機、ＥＨＰ用室外機・室内機、キュービクル及び非常用発電機
について作製発注をした。
【新川地域文化広場費】
利用者の安全を確保するため、プール天井・エントランス非構造部材の耐震改修工事を実施した。
【その他】
スポーツの振興を図るため、スプリングフェスティバル、市民ソフトボール大会、各地区体育祭等を開催した。

○施策の目指す姿

スポーツ・レクリエーションの普及と振興を通じて、健康で豊かな市民生活がはぐくまれています。

○施策の展開
1 スポーツの普及に向けた取組の推進

2 市民体育祭等の開催

3 清須ウオークの実施

スポーツ課

4 スポーツ活動を行う団体への支援
Ⅳ　事務事業評価

5 総合型地域スポーツクラブへの支援
※達成状況の凡例：目標値を10％以上上回る･･･◎、目標値を達成･･･○、目標値を下回る･･･▲

活動指標① 活動指標②○令和6年度　事務事業評価実施事業（令和5年度対象）
［執行率（％）］

1 清須ウオーク費 3 清洲勤労福祉会館費
令和4年度 令和5年度

6 スポーツ・レクリエーション施設の管理・運営

事業名

決算額（千円）

R5目標値 R5実績値と達成状況 R5目標値 R5実績値と達成状況
2 体育協会補助金 4 新川地域文化広場費

清須ウオーク費
2,892 2,926 清須ウオークの開催回数（回） 清須ウオークへの協力団体数（団体）

Ⅰ　施策の関連データ・施策を取り巻く状況
［76.4］ ［98.0］ 2 2 ○ 9

令和4年度 令和5年度

296,867 100,119 134,961 254,671 303,279

3 ▲

○施策の関連データ
事業の有効性

の評価
清須ウオークを実施することにより、運動の機会を提供し健康増進や体力向上を図ることができる。

アルコ清洲利用者数（人）
※清須市調べ

令和元年度 令和2年度 令和3年度

事業実施にあたり
工夫した点

市観光協会と連携し、武将隊によるグリーティングや清須からあげまぶしを食べることができる販売エリアを設置
する等の工夫を行い、参加者の増加を図った。

カルチバ新川利用者数（人）
※清須市調べ

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

95,673 51,730 体育協会の会員数（人） 体育協会の主催大会数（大会）

○施策を取り巻く状況（基本計画策定時からの変化など） ［100.0］ ［100.0］ 2,300 1,840 ▲ 23 24

74,005 98,073 90,164
体育協会補助金

5,340 5,034

○

事業の有効性
の評価

アマチュアスポーツの普及・振興活動及び市民のスポーツへの関心を高めるための事業を実施している清須市体育
協会の運営支援を行うことにより、スポーツを通して快適で魅力あるまちづくりに寄与することができる。

■

■

清須ウオーク、市民体育祭、市民ソフトボール大会、体育協会主催の市民大会などの各種スポーツ事業を展開し、ス
ポーツを通じた市民交流を図る機会を提供している。
市民の自主的なスポーツ活動の促進及びスポーツを楽しむことができる環境づくりの推進にあたっては、総合型地域ス
ポーツクラブ「きよすスポーツクラブ」が大きな役割をはたしており、財政面や運営面の支援をしている。
アルコ清洲、カルチバ新川及び春日Ｂ＆Ｇ体育館などの体育施設は、老朽化が進んでいるため、順次適正な改修・大規
模な修繕を行っている。

事業実施にあたり
工夫した点

体育協会主催の大会や市民が参加できる市民大会など各種活動に係る事業費に対し、年間を通じてスポーツ活動が
活性化できるよう適正な運営支援を行った。また、体育協会のホームページにて、各団体の紹介や年間活動の報告
を行った。

清洲勤労福祉会館費
156,311 286,193 アルコ清洲の利用者数（人） 指定管理者が行う自主事業数（事業）

［97.2］ ［99.4］ 330,000 303,279 ▲ 70 70 ○

Ⅱ　達成度指標の状況
事業の有効性

の評価
指定管理者制度を活用し、質の高いサービスが提供されるとともに、魅力ある自主事業が実施することにより、利
用者が増加し、市民の健康増進・体力向上に寄与する。※達成状況の凡例：目標値を10%以上上回る（見込含む）･･･◎、目標値を達成（見込含む）･･･○、目標値を達成できず（達成困難の見込）･･･▲、現状値を把握していない･･･－

達成度指標 基準値
後期計画
目標値

実績値 目標値の
達成見込 事業実施にあたり

工夫した点
指定管理者が有するノウハウを十分に活用してサービス提供を行った。また、定期的な打合せにより、利用者の安
全確保に必要な施設修繕箇所等の情報を交換した。

令和3年度 令和4年度 令和5年度

▲
新川地域文化広場費

129,957 233,045 カルチバ新川の利用者数（人） 指定管理者が行う自主事業数（事業）

週1回以上スポーツ・レクリエーション
活動を行っている市民の割合

20.0％
（平成30年度）

↗
（令和5年度）

21.9％
（令和3年度）

－ 23.4%
（令和5年度）

◎
［99.3］

市民満足度調査における満足度 26.3％
（平成30年度）

↗
（令和5年度）

23.3%
（令和3年度）

－ 22.3%
（令和5年度）

○

事業の有効性
の評価

指定管理者制度を活用し、質の高いサービスが提供されるとともに、魅力ある自主事業が実施することにより、利
用者が増加し、市民の健康増進・体力向上に寄与する。

総合型地域スポーツクラブの会員数 361人
（平成30年度末）

500人以上
（令和6年度末）

274人
（令和3年度末）

335人
（令和4年度末）

367人
（令和5年度末）

［97.3］ 100,000 90,164 ▲ 23 23

▲

事業実施にあたり
工夫した点

指定管理者が有するノウハウを十分に活用してサービス提供を行った。また、定期的な打合せにより、利用者の安
全確保に必要な施設修繕箇所等の情報を交換した。

後期計画期間の
達成状況の分析

■

■

市民満足度については、前回より1.0ポイント減少している。週1回以上スポーツ・レクリエーショ
ン活動を行っている市民の割合が増加しており、スポーツに対する需要が高まる中で、満足度が減
少した要因として事業のマンネリ化やスポーツができる環境に満足できていないということが想定
される。
総合型地域スポーツクラブの会員数についても、スポーツをする人の増加に伴い、新型コロナウイ
ルス感染症の流行前までの数値まで回復した。

Ⅴ　施策の評価と今後の方向性

■

■

■

スポーツ・レクリエーション活動を行っている市民が増えており、施策の目指す姿に近づいているが、その一方で満足
度は低下している。満足度調査の１つの回答意見として、「新たな施設を増設するなど、スポーツができる環境を充実
してほしい」というものが複数件あったが、本市においてその実現性は低い。その代替として、既存の施設が利用しや
すくなるよう予約環境を整備しスポーツができる環境を充実させていくとともに、体育施設を安全に利用できるよう改
修工事等を行い、施設を維持していくことで、スポーツに対する需要に対応し満足度の上昇を図っていきたい。
また、施策の目指す姿により近づくために、清須ウオークをはじめとする各種事業や総合型地域スポーツクラブの種目
などにおいて、目新しさがある企画や市民ニーズへの対応など参加者を増やすことを常に検討し、スポーツやレクリ
エーション活動を行っている人及び総合型地域スポーツクラブの会員数の増加を図っていきたい。
個々の事業としては、各地区ごとで開催している「市民体育祭」や地区対抗で行う「市民ソフトボール大会」について
は、少子高齢化の進展や生活様式の変化により、地域の役員が出場者集めなどに苦慮する場面があり、参加しやすい種
目や募集の方法などの検討が必要である。



　

後期計画期間の
達成状況の分析

■

■

令和5年度の市国際交流協会のイベント等の活動に関しては、様々な制限がなくなり通常の形に近い状態で多く
の事業を開催することができた。
令和5年度は、令和4年度に引き続き「多文化共生サロン」を開催した。令和5年度は参加者にアンケートをと
り、在住外国人の方の地域での活動状況などの把握を図った。

Ⅴ　施策の評価と今後の方向性

■

■

■

■

友好姉妹都市提携を結ぶスペイン・へレス市に関連して、スペインの生活や文化を紹介するなど、引き続き幅広い年齢層が国際理解に
対する関心を高めることができるような魅力ある事業の実施に努める。また、市立小学校、保育園・幼稚園で行う国際理解授業などで
は、幼い頃から国際感覚を養う環境を整える。
市が実施する講座などの国際交流事業については、引き続き広報紙やホームページを通じて周知を図るとともに、認知度の向上に向け
て、より効果的な周知方法を検討する。
市民間での国際交流活動において中心的な役割を担う清須市国際交流協会については、その活動が活性化されるよう、引き続き連携を
図りながら支援を行う。
社会経済情勢の変化などに伴って、今後も在住外国人が増加し続けることを見据えて、外国人住民に対する日常生活のサポート体制の
充実や情報提供手段の拡充など、多文化共生社会の実現に向けた取組を実施していく。

23.9％
（令和3年度）

－ 28.8%
（令和5年度）

◎

市民満足度調査における満足度 15.8％
（平成30年度）

↗
（令和5年度）

13.9%
（令和3年度）

－ 16.3%
（令和5年度）

Ⅱ　達成度指標の状況
※達成状況の凡例：目標値を10%以上上回る（見込含む）･･･◎、目標値を達成（見込含む）･･･○、目標値を達成できず（達成困難の見込）･･･▲、現状値を把握していない･･･－

達成度指標 基準値
後期計画
目標値

実績値 目標値の
達成見込令和3年度 令和4年度 令和5年度

○

市や市国際交流協会が実施する国際交流に関す
る講座・イベント等を知っている市民の割合

24.7％
（平成30年度）

↗
（令和5年度）

事業の有効性
の評価

様々な国際交流事業を実施する清須市国際交流協会の活動を支援することにより、市民参加による国際交流の進展を図る
ことができる。

■
■

■

■

訪日外国人旅行者や外国人労働者が増加する中、国際理解の一層の促進が求められている。
本市は、スペイン・へレス市と友好姉妹都市提携を結んでいることから、スペイン人の国際交流員によるスペインの生活・文化の紹介やスペ
イン語講座、市立小学校及び保育園・幼稚園における国際理解授業などを通じて、国際理解の啓発に取り組んでいる。
また、国際交流活動を積極的に展開する清須市国際交流協会では、市と連携して、各種講座や外国語教室、外国人を対象とした日本語教室
（日本語ひろば）などを開催することで、市民参加による国際交流の進展を図っている。
清須市における在住外国人数は、近年一時期減少した年もあったが増加傾向にある。平成31年4月の改正出入国管理法の施行、特定技能2号の
受入れ対象の拡大などに伴って、今後もその傾向が続くことが予想されるため、生活や言語支援の体制の整備・拡充や、国籍に関わらず市民
としての基本的サービスを受けることができる環境づくりなどについても、より推進していく必要がある。

事業実施にあたり
工夫した点

清須市国際交流協会の各種活動に係る事業費に対して、補助金交付要綱に基づいて、適正に補助を行った。

令和5年度

－ － 国際交流協会の個人会員数（人）
国際交流協会が主催する講座等の事業
数（事業）

○施策を取り巻く状況（基本計画策定時からの変化など） [100.0] ［100.0］ 220 200 ▲ 7 8

－ 220 237
国際交流協会補助金

400 400

◎

令和5年 令和6年

1,852 1,800 1,822 1,954 2,135

72 ◎

○施策の関連データ
事業の有効性

の評価
友好姉妹都市提携を結ぶスペイン・ヘレス市に関連した講座や、小学生、保育園及び幼稚園児を対象とした国際理解授業
の実施などにより、幅広い年齢層の市民の国際理解に対する関心を高めることができる。

在住外国人数（人）※清須市調べ
〈各年4月1日〉

令和2年 令和3年 令和4年

事業実施にあたり
工夫した点

市内の小学校及び幼稚園を訪問して国際理解授業を実施することにより、子どもの国際理解に対する関心を深めることが
できた。きよす国際交流まつり（旧インターナショナ

ルパーティー及び外国の遊びと日本文化体験
を併合）参加者数（人）※清須市調べ

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

国際交流費
79 72

学校等における国際理解授業の実施回
数（回）

友好姉妹都市提携に基づくスペイン関
連事業の参加者数（人）

Ⅰ　施策の関連データ・施策を取り巻く状況
[80.1] ［96.8］ 95 86 ▲ 60

活動指標① 活動指標②○令和6年度　事務事業評価実施事業（令和5年度対象）
［執行率（％）］

1 国際交流費
令和4年度 令和5年度

事業名

決算額（千円）

R5目標値 R5実績値と達成状況 R5目標値 R5実績値と達成状況
2 国際交流協会補助金

国際交流活動を行う団体への支援

生涯学習課

Ⅳ　事務事業評価
※達成状況の凡例：目標値を10％以上上回る･･･◎、目標値を達成･･･○、目標値を下回る･･･▲

令 和 6 年 度 行 政 評 価 （ 令 和 5 年 度 対 象 ） シ ー ト

政策 6 豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる Ⅲ　令和5年度の主な取組結果
施策 605 国際交流の振興 主担当課：

■

■
■

【国際交流費】
国際交流員によるスペイン語入門、国際理解講座、市立小学校・幼稚園及び保育園における国際理解授業などを実施し
た。
【国際交流協会補助金】
清須市国際交流協会の活動に対する支援及び補助を実施した。
国際交流協会が実施する主な事業：きよす国際交流まつり、食文化講座、国際理解講座、外国料理教室、外国語教室
（英会話・スペイン語）、日本語教室、ユニセフコインの募金活動など。
※尾張西枇杷島まつりでの花火鑑賞は花火打ち上げ中止、ホームステイ・ビジットは参加者0名

○施策の目指す姿
市民参加による国際交流が進展し、子どもから高齢者まで幅広い年齢層において国際理解に対する関心が高
まっています。

○施策の展開
1 国際交流に関するイベントの開催

2 国際理解の啓発

3



　

後期計画期間の
達成状況の分析

■ 男女共同参画社会の実現に向けては、学識経験者・関係団体・市民代表者等と男女共同参画推進懇
話会を年2回実施し、その内容を踏まえて市民への啓発を行っている。また、男女共同計画の考え方
を市民に周知する男女共同参画講演会の開催など、男女共同参画に係る市民の意識を高めるための
取組を引き続き進めていく。

Ⅴ　施策の評価と今後の方向性

■

■

男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別に関わりなく、その個性と能力を十分に発揮することがで
きる社会の実現に向けて、様々な機会を通じて市民の男女共同参画に対する意識の向上を図るため、今後も現在の事業
を継続して行っていく。
国の施策の方向性の中でも女性活躍についての施策が積極的に進められており、男女共同参画社会の実現に向けた取組
の重要性が高まっている中で、様々な活動において女性の登用を高めるなど、市としても引き続き男女共同参画懇話会
における議論の内容を踏まえて、施策の目指す姿の実現に向けた取組を進める。

市の委員会・附属機関等における女性
委員の割合

33.9％
（平成31年4月1日）

↗
（令和7年4月1日）

32.2%
（令和3年4月1日）

33.0%
（令和4年4月1日）

37.7%
（令和5年4月1日）

◎

22.9％
（令和3年度）

－ 17.8%
（令和5年度）

▲

市民満足度調査における満足度 13.8％
（平成30年度）

↗
（令和5年度）

14.5%
（令和3年度）

－ 15.6%
（令和5年度）

Ⅱ　達成度指標の状況
※達成状況の凡例：目標値を10%以上上回る（見込含む）･･･◎、目標値を達成（見込含む）･･･○、目標値を達成できず（達成困難の見込）･･･▲、現状値を把握していない･･･－

達成度指標 基準値
後期計画
目標値

実績値 目標値の
達成見込令和3年度 令和4年度 令和5年度

◎

社会全体で男女が平等であると思う市
民の割合

22.5％
（平成30年度）

↗
（令和5年度）

事業の有効性
の評価

文化教養を高めるとともに、社会奉仕の意識向上を積極的に展開する女性の会の活動を支援、協力することにより、女性
の幅広い視野と社会参加の意識を高めることができる。また、生涯学習を通じて生きがいのある心豊かな生活を育むこと
に寄与することができる。

■

■

■

■

社会環境が大きく変化する中、多様性に富んだ活力ある社会を形成していくためには、男女共同参画社会の実現が重要となってい
る。女性が活躍できる社会、男性が家事に入り込める社会、人権を尊重し合える社会などを実現するために更なる啓発に取り組む必
要がある。
男女共同参画推進懇話会において、職員や委員会の女性登用率やワークライフバランスを数値化し、現状を把握している。また、各
課の取組状況においても現状把握をしている。
男女共同参画社会の実現に向けて、広く市民に啓発をするため、強化月間に併せて講演会を実施している。また、講演会場のロビー
では、男女共同参画についての理解を推進するための啓発パネルを掲示している。
令和4年3月に第2次男女共同参画プランを策定し、あらゆる分野における男女共同参画を総合的かつ計画的に推進している。

事業実施にあたり
工夫した点

清須市女性の会の各種活動に係る事業費に対して、補助金交付要綱に基づいて、適正に補助を行った。

令和6年

34.6 32.2 女性の会の会員数（人）
女性の会が主催する講座等の事業数
（事業）

○施策を取り巻く状況（基本計画策定時からの変化など） [100.0] ［99.9］ 615 491 ▲ 7 7

33.0 37.7 40.1
女性の会補助金

1,265 1,130

○

令和4年 令和5年

184 ― ― 124 135

2 ○

○施策の関連データ
事業の有効性

の評価

男女共同参画社会の実現に向けて、男女共同参画講演会の実施などによる啓発を図ることにより、市民の認識を深めるこ
とができる。また、男女共同参画推進懇話会を開催することにより、今後の事業展開について、有識者等からの意見を踏
まえた改善を図ることができる。男女共同参画講演会の参加者数

（人）※清須市調べ

令和元年 令和2年 令和3年

事業実施にあたり
工夫した点

清須市男女共同参画えみの会など関係団体と協力しながら取り組みを進めることにより、効率的な事業実施に努めた。
市の委員会・附属機関等における
女性委員の割合（％）※清須市調
べ〈各年4月1日〉

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

R5実績値と達成状況
2 女性の会補助金

男女共同参画社会推進
費

338 336 男女共同参画講演会の参加者数（人）
男女共同参画推進懇話会の開催回数
（回）

Ⅰ　施策の関連データ・施策を取り巻く状況
［76.1］ ［77.6］ 350 135 ▲ 2

3 相談支援体制の充実

［執行率（％）］
1 男女共同参画社会推進費

令和4年度 令和5年度

6 女性の社会参加等を推進する団体への支援

事業名

決算額（千円）

※達成状況の凡例：目標値を10％以上上回る･･･◎、目標値を達成･･･○、目標値を下回る･･･▲

活動指標① 活動指標②○令和6年度　事務事業評価実施事業（令和5年度対象）

R5目標値 R5実績値と達成状況 R5目標値

4 委員会・附属機関等への女性の登用促進
Ⅳ　事務事業評価

5 特定事業主行動計画の推進

令 和 6 年 度 行 政 評 価 （ 令 和 5 年 度 対 象 ） シ ー ト

政策 6 豊かなこころとからだをはぐくむまちをつくる Ⅲ　令和5年度の主な取組結果
施策 606 男女共同参画社会の推進 主担当課：

■

■

■

【男女共同参画社会推進費】
男女共同参画推進懇話会を2回開催し、市委員会等の女性登用率や各課の取組状況などを洗い出し、男女共同参画の今後
の進め方などを協議した。
清洲市民センターにおいて男女共同参画講演会を開催し、開催男女共同参画社会の実現に向けて啓発を図ることによ
り、市民の認識を深めることができた。
【女性の会補助金】
清須市女性の会の活動として、女性の文化教養を高めるための事業や、社会の福祉に貢献する事業に対する協力、各種
ボランティア活動、健康教室などを実施した。

○施策の目指す姿
男女共同参画社会の重要性について市民一人ひとりの理解が深まり、社会のあらゆる分野において男女が互
いに理解し、個人としての個性と能力を発揮できる環境が整っています。

○施策の展開
1

生涯学習課

男女共同参画社会の啓発

2 男女共同参画推進懇話会の開催


